
縮
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６
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
影
響
で
激
減
し
て
い
た
訪
日
外
国
人
数
は
急
速
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
以
前
の
３
０
０
０

万
人
以
上
の
状
態
に
は
到
達
し
な
い
も
の
の
、
今
年
は
２
０
０
０
万
人
を
突
破
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
ら
の

人
々
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
も
６
兆
円
近
く
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
依
然
と
し
て
赤
字
で
は
あ
る
が
、
サ
ー
ビ

ス
収
支
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。 

 

こ
の
観
光
立
国
が
成
立
す
る
た
め
に
は
魅
力
あ
る
自
然
や
文
化
の
存
在
は
必
須
で
あ
る
が
、
社
会
基
盤
の
状
況
も
重
要
で

あ
る
。
か
つ
て
南
米
の
大
国
に
日
本
の
大
物
俳
優
が
出
掛
け
た
と
き
、
列
車
が
定
時
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
到
来
し
た
の

で
、
流
石
に
大
物
が
訪
問
す
る
と
普
段
と
は
相
違
す
る
と
自
慢
し
た
と
こ
ろ
、
丸
一
日
遅
れ
で
到
達
し
た
と
い
う
冗
談
の
よ

う
な
逸
話
が
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
地
域
が
世
界
各
地
に
存
在
す
る
一
方
、
日
本
の
特
急
列
車
で
は
到
着
が
一
分
遅
延
し
た
と
い
う
謝
罪
の
車
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
者
に
は
冗
談
と
理
解
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
正
確
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
電
話
も
不
通

地
域
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
高
山
で
も
通
話
可
能
な
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
優
秀
な
基
盤
が
観
光
立
国
を
後
押

し
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
観
光
や
商
用
な
ど
短
期
の
外
国
人
来
訪
者
に
対
応
す
る
社
会
基
盤
と
は
別
種
の
課
題
が
日
本
に
は

存
在
す
る
。
日
本
の
在
留
外
国
人
数
は
２
０
０
０
年
の
１
６
９
万
人
か
ら
２
０
２
２
年
に
は
３
０
８
万
人
と
１
８
０
％
増
加

し
、
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
も
同
一
期
間
に
６
万
４
０
０
０
人
か
ら
１
８
万
２
０
０
０
人
へ
２
８
５
％

の
増
加
で
あ
る
。 

 

一
方
、
日
本
の
人
口
は
頂
点
の
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
５
０
年
に
は
七
四
％
に
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
化
率
は
同
一
の
期

間
に
二
〇
％
か
ら
四
〇
％
に
倍
増
す
る
。
明
治
時
代
以
来
、
日
本
が
大
国
と
な
っ
た
重
要
な
要
因
は
人
口
増
加
で
あ
っ
た
か

ら
、
こ
の
減
少
は
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
対
策
と
し
て
移
民
の
増
加
が
浮
上
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
検
討
す
べ
き
課
題
が

あ
る
。 

 

第
一
は
言
語
で
あ
る
。
世
界
に
は
６
５
０
０
程
度
の
言
語
が
存
在
す
る
。
日
本
語
は
話
者
の
人
数
で
は
世
界
一
三
位
で
あ

る
が
、
習
得
困
難
順
位
は
３
位
か
ら
５
位
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
言
語
は
国
家
の
歴
史
や
文
化
の
基
礎
で
あ
る
か
ら
習
得
容

易
な
英
語
に
変
更
は
で
き
な
い
が
、
対
応
を
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。
実
際
、
社
内
で
は
英
語
を
使
用
言
語
と
す
る
日
本
企

業
も
増
加
し
て
い
る
。 

 

第
二
は
学
校
の
入
学
や
企
業
の
決
算
の
時
期
で
あ
る
。
世
界
で
は
様
々
で
あ
る
が
最
多
は
９
月
で
あ
る
。
日
本
も
明
治
初

期
に
は
９
月
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
九
年
に
会
計
年
度
が
４
月
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
以
後
４
月
に
定
着
し
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
留
学
生
数
の
増
加
を
目
指
し
、
企
業
が
世
界
か
ら
社
員
を
採
用
す
る
時
代
に
は
年
度
変
更
の
時
期
を
検
討
す
る
必

要
も
あ
る
。 

 

第
三
は
安
全
保
障
で
あ
る
。
日
本
は
人
口
あ
た
り
殺
人
件
数
が
世
界
２
位
の
少
数
国
家
で
、
犯
罪
全
体
の
発
生
比
率
も
世

界
９
位
の
少
数
国
家
で
あ
る
。
そ
の
反
面
教
師
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
Ｅ
Ｕ
内
部
の
移
動
の
自
由
を
保
障
す
る
シ
ェ
ン
ゲ
ン

協
定
を
批
准
し
て
以
後
、
人
口
は
増
加
し
た
が
薬
物
犯
罪
も
強
姦
件
数
も
急
増
し
た
。
移
民
に
よ
る
人
口
問
題
の
解
決
に
は
、

こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
策
も
必
要
で
あ
る
。 

 

眼
前
に
切
迫
ど
こ
ろ
か
人
口
減
少
の
開
始
か
ら
二
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
現
在
、
国
内
の
過
疎
地
域
の
問
題
は
話
題
に
な

る
が
、
全
体
の
人
口
減
少
へ
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
気
配
は
希
薄
で
あ
る
。
観
光
で
維
持
す
る
座
敷
提
供
国
家
と
い
う

選
択
も
あ
る
が
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
は
脆
弱
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
近
い
歴
史
の
あ
る
国
家
を
維
持
す
る
戦
略
が
必
要

で
あ
る
。 


